
健康だより

みなさまの心と体の健康をサポートする、保健・医療推進センターのスタッフをご紹介します！

長 崎 大 学

ご紹介します！

保健・医療推進センター

保健・医療推進セン
ターは、職員のみなさ
まの心と体を全力でサ
ポートするため、動きは
じめました。産業医・保
健師・カウンセラーなど
のスタッフがチームと
なって、職場で働くひと
りひとりが『心身ともに
健康で充実した職場生
活を送れるように』サ
ポートいたします。

どんなささいなご相談
でも構いません。お電
話・来所お待ちしていま
す！なお、相談内容は
秘密厳守いたしますの
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メンタルヘルス問診票について

メンタルヘルス対策

●長崎大学保健・医療推進センター●

○℡ 819-2213（内2213）

○ホームページアドレス http://www.hc.nagasaki-u.ac.jp/

職場で一日気持ちよく過ごす
～仲間にプラスの働きかけ～

職場は毎日長い時間を過ごす場所
ですから、気持ちよく働きたいもので
す。普段から仲間とのコミュニケー
ションを図り、ストレスを蓄積させな
いように気をつけましょう！

① あいさつは自分から元気よく
② 信頼関係は話を聞くことから
③ 率直な自分を出してみよう

④ 名前を呼ぶことは相手を認める
こと

⑤ 笑顔でほめよう、感謝しよう

秘密厳守いたしますの
でご安心ください。

職員の健康診断の際、みなさまにはメンタルヘルス問
診票に回答して頂きました。質問票を回収後、結果をみ
なさまへ返信させて頂きましたが、ご参考になりましたで
しょうか。
うつ状態は、小学生高学年では1割、中学生では2割
前後、高校生以降では3割に達するとの調査結果もあり
ます。また、うつ状態には軽度・中度・重度という一般分
類があり、それぞれに対処方法も異なります。日常生活
に支障をきたすレベルであったり、身体症状が出る前に、
できるだけ早く専門家のアドバイスを受けることが大切
です。
ストレス社会といわれる昨今、身体的な健康と同様に、
ご自分のメンタルヘルスにも配慮頂けると幸いです。
保健・医療推進センターでは、教職員のメンタルヘル
ス対策をより充実させていこうと考えています。心の不
調を感じた時には、どうぞお気軽にご連絡ください。
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